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 [授業の概要・目的]
　この授業では、主として言語学分野の英語論文（及び書評）を通して、英語で書かれた学術的な
文章を精読し、内容を厳密に理解することを目標にする。言語学者が書いた物の中でも、人類学的
関心にも関るものなどを取り上げるため、言語学についての前提知識は必要としない。講読を進め
る中で必要な解説を加える。

 [到達目標]
　　この授業では、主として言語学分野の英語論文を通して、英語で書かれた学術的な文章を精読
し、内容を厳密に理解する。

 [授業計画と内容]
　以下のような計画に従って授業を進める。（但し履修者の興味と理解度によって変更の可能性が
ある。）

第1回で授業の進め方を解説し，第2回以降は論文を順に読んでいく。
第2回　第1論文(1)
第3回　第1論文(2)
第4回　第1論文(3)
第5回　第2論文(1)
第6回　第2論文(2)
第7回　第2論文(3)
第8回　第3論文(1)
第9回　第3論文(2)
第10回　第3論文(3)
第11回　第4論文(1)
第12回　第4論文(2)
第13回　第4論文(3)
第14回まとめ
<<期末試験>>
第15回フィードバック

 [履修要件]
特になし

外国文献研究（文・英）Ａ-E1(2)へ続く↓↓↓



外国文献研究（文・英）Ａ-E1(2)

 [成績評価の方法・観点]
　平常点（テキストの内容に関する質問にどれだけ答えられるか＋概要発表の出来映え）（70点満
点），期末の筆記試験（30点満点）により評価する．

 [教科書]
以下の論文を取り上げる論文候補リストとする。（希望調査を行った上で、授業中に配布する。）

Reesink, Ger (2010) Book Review: Aikhenvald, Alexandra Y. 2008. The Manambu language of East Sepik, 
Papua New Guinea. Oxford: Oxford University Press. xxvi-702 pp. Studies in Language 34:1, 226-233.

Hockett, Charles F. (1954) Two Models of Grammatical Description, Word, 10, 210-234.

Lancy, David F. and Strathern, Andrew J. (1981) "Making twos": Pairing as an alternative to the taxonomic 
mode of representation, American Anthropologist 83, 773-795.

Hosokawa, Komei (1996) ""My face am burning!": quasi-passive, body parts, and related issues in Yawuru 
grammar and cultural concepts". in Chappell, H. and McGregor, W. (eds) The grammar of inalienability: A 
typological perspective on body part terms and the part-whole relation. Mouton de Gruyter. 155-192.
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
予習・復習をすること。

 [その他（オフィスアワー等）]
事前にメールでアポイントメントをとってください。
tida.syuntaro.3e&kyoto-u.ac.jp (「&」を「@」に変えてください。）

履修定員を30名とし、履修人数制限を行うため、履修を希望する者は履修人数制限科目申込期間に
KULASISから申し込むこと。
なお、以下の条件順で抽選を実施し、履修を許可する。
１．文学部の４回生（所属系は問わない。）
２．文学部行動・環境文化学系の２・３回生
３．上記系以外の文学部２・３回生
４．文学部以外の学生

 [主要授業科目（学部・学科名）]


